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7) Cannon， ot. cit.， p. 26 
経営戦略について (139) 7 
意思決定に十分な努力壱注がない誤りがある bいう点であろう。
3 つぎにキャノ yが経営戦略論を展開するにあたって注意し1おくべきは，
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9) P. Drucker: M，句岬g間 gfor Results， 1964野田一夫村上恒夫訳，富造する経営者。
拍) Cannon， op. cit. pp. 56-60 























サ ビスなどの多角経営を行ってνるインディアン・ヘッド社 (IndianHead 
Co_lは会社創立当初は多角化のための資本を蓄積するために，投資利益率を向
11) Ansoff， op. cit.， p. 109 
12} C副田町1，Op. cit.， pp. 61-68 
経営戦時について (141) 9 
上させる戦略をとにそれからのち有利な買収によって全企業の利益率を確保
しようとした。


































送用機器， 台所用品などという便益 (benefit) ないしサービス壱売ると考える
べきであり，そのような幅のなかで次の段階への開発を進めるべきだとし，ナ
イロン製造業者やゼネラノレ・フッズや 3M (Minn田 ot込 Miningand Manufac 















14) T. Levitt: "Markel間gMシopia" 品開JardB:削間essReview. ]uly-Al1g¥1St 1960 





























































ソーノレト・ケミカノレ社 (Penn拍 ltChc:nicals Co.)はし、くつかの産業を選沢して，
それぞれに向って専門化した化学製品を供給する戦略をとっている。いまひと
つは，っ yピュータ一分野では IBMが圧倒的市場占有率舎もっているのに対
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経営軌路について (149) 17 
後者に属するものと見ることができる。しかしその区別よりもむしろ重要な
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また組織運営においても目標による管理 (manage皿 entby results) の方式をと
り，目標と方針を明確にして機能の総合を促進することが有効であろう。企業
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る。チャ γ ドラ やデ ノレの上掲書(資料の数は少ない吋れども)やA ・p ・λ
ロ←ンの ~GM とともにJ〉などのほうが，この恵味では教えるところが多い
と考えられる。
また比較的短かし、論文であるが， 経営戦略に先立つ経営理念 (Manage皿 ent
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したのを見てから，できるだけはやくこれを模倣し追随しようと努力するか，
(3)利益は多いが危険のある革新者になるよりも，確立した製品を大量生産によ
って低価格ぜ販売する方針をとるか，そのいずれの理念をとるかが，まず決定
されねばなら向。また多角化戦略をとるにしても， (1)経営能力をもっとも有力
な武器として活用し，無関連な分野をも多角化するか， (2)技術中生産資源，市
場などにおいて補完的な分野に多角化するか， (3)変動の多い分野と安定的分野
正を兼営して経営の安定をはかる t:めに多角化するか， の基本的理念がまず
澗題だとし、う。
いまや産業の境界線が不分明になるような状況であるから，ある;、は消費者
の要求する多くのサーピスを総合的に扱う γステム的経営を考えるとか，環境
衛生のコントロール，あるいは都市再開発のごときまったく新しい産業分野で
活動するというような理念もありうる。
このような基本的な経営理念をもち，それに企業のもつ経営的・技術的能力
を考え合せてこそ，有効な経営戦略が決定されるものとする論点は，より重要
な指摘ではなかろうか。もとよりかかる変化への適応を基本理念とする企業に
おいては，全企業γステムに関連する情報をつかむ，マネジメント・インフォ
ーメージョン・ γ ステムがとくに重視されねばならないであろう。
